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　令和６年11月16日、4か所のコミュニティセンター（松葉、城ノ内、
川原代、龍ケ崎西）において、「令和６年度市民と議会の意見交換会」
を開催しました。
　議員から、「子育て支援と人口減少問題」についての報告を行った
後、参加者の皆様から貴重なご意見をお寄せいただきました。
　いただいたご意見は今後の議会活動に活かしながら、今後も引き
続き皆様からのご意見を承れるような機会を設けてまいります。

令和６年度令和６年度

市民と議会の意見交換会市民と議会の意見交換会

 松葉コミュニティセンター

市外・県外の子育て世代に
龍ケ崎市がきちんと

認知されていないと思う。

龍ケ崎市の良いところを
もっとＰＲしてほしい。

子育て世帯にアンケートをとっているが、
子どもを産まない・結婚をしない選択を

している方への聞き取りも必要ではないか。
婚活を支援して結婚につなげている自治体も

あるので、ぜひ龍ケ崎市でも取り組んでほしい。

空き家は更地にした方が
売れやすいと思うので、
市として何らかの施策を

考えてほしい。

リノベーションした空き家に
お試しで住んでもらうなど、

定住に結びつくことを
進めてもらいたい。

なぜ、給食費無償化ができないのか。
人口減少化社会では自治体間で

人を取り合ってる状況。
給食費無償化をしているところが

選ばれると思う。

人口減少対策は必要だが、
今後人口が減り税収も減ってくる中で

市政をどうやって維持するかということも
一方では考えておく必要があると思う。

近くに良い就職先がないため、
大学を卒業した後に就職で戻ってこないのでは。

市として、産業誘致・商業誘致をしないと
人口は持たないと思う。
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 城ノ内コミュニティセンター

 川原代コミュニティセンター

昨年半年間は給食費が無償化
されていたのに今年度から有償になり、
負担を感じる。給食費以外にも学校の

教材費の負担が大きい。

給食無償化は国がやる
ことだが、現状そうなっ
ていないので、自治体で

進めてほしい。

龍ケ崎市にはコミュニティ
センター以外に集まれる

場所がない。

公園の除草回数を
増やしつつ、草刈りの依頼
にすぐに対応してほしい。

駅名改称や森林公園を
検証してほしい。

立派なものでなくてよいので、
児童館は必要。地域にそのような場所が
できれば、本やＣＤの提供など地域で

協力できることもある。

若者世代が龍ケ崎市に定住
しない、流出していること

にどう対処するのか。

市主催の結婚相談会は、
参加者が多いので、

続けてほしい。

小・中学校の統廃合が増えてくると思うの
で、小・中学校を１つの義務教育学校にし
た方がよい。少人数学級や先生不足、部活

動の人数不足の問題などもなくなる。

さんさん館は 4 歳になったら利用できず、
市内には遊ぶところがなくなる。もっと人
を増やして子どもが安全に遊べるような

環境を作るべきだと思う。

　地域の集まりは高齢者
ばかりで、40 代・50 代の

方は出てこない。

ゴミ拾いから治安を維持
し、龍ケ崎市に人を呼び込

むことに繋げたい。
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 龍ケ崎西コミュニティセンター

商店街にも子ども
たちに関するにぎわいが

ほしい。

高砂市営住宅跡地に若い世
帯を居住させてはどうか。

若い世代により収入が
増えるような取組を。

中学生ぐらいまで
サポートしてもらえる施設

の充実を。

安心して子どもを産み育てられる環境をつ
くるためには、工場を誘致するなど働く場
所が必要。今いる若い人を外へ出さないよ
うな方法をとるのが一番ではないかと思う。

保育園は働く家庭が対象であることは
わかるけれど、下の子の育休を取ると上の
子は幼稚園に転園となり、負担に感じる人

は多いのではないか。

子育て支援の先進地を視察しました子育て支援の先進地を視察しました
　令和 6 年 4 月より、少子化対策ワーキングチーム
を設置し、少子化対策や子育て支援施策について調査
研究を行っています。この取組の中で、11 月 11 日に 
子育て支援の先進地である「松戸市の子育て支援の取
組」と、「のだしこども館（野田市）」を視察してまい
りました。
　松戸市は、「やさシティ、まつど。」をスローガンに、
子育てしやすい街づくりを市の最重要施策のひとつに
掲げ、幅広い子育て支援を実施しています。この度の
視察では、令和 8 年度の本格導入を前に現在試験導入
中の「誰でも通園制度」等について、お話を伺いました。

　のだしこども館（野田市）は、「さまざまな子ども
たちが集い、子どもの成長に必要な遊びを通して学べ
る場」「保護者同士が安心して気軽に交流や相談がで
きる場」 「子どもたちの体験活動を市民が支え、多世代
の交流が図れる場」として、令和 4 年 10 月にオープ
ンしました。
　屋外には、噴水広場や遊具、芝生広場、屋内には、
プレイルーム、音楽スタジオ、調理コーナー、パソコ
ンコーナー、創作コーナー等があり、18 歳までの児
童生徒や保護者の交流の場となっています。

松戸市での視察の様子

のだしこども館の外観


